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電子書籍サービスの導入について 

 

 

１．主旨 

  新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、区立図書館は長期にわたり全面休館を余

儀なくされ、来館を前提としたほぼすべての図書館サービスを提供することができなかっ

た。この間、利用者からは、資料の提供、読書機会を求める声が多く寄せられた。このこ

とから第２次図書館ビジョンでも検討していたＩＣＴを活用した電子書籍サービスを、今

後の感染拡大に備え早急に導入し、休館や一部サービス休止の際でも、利用者が来館せず

とも自宅等から利用できる環境を整備することにより、図書館サービスの業務継続を図る

とともに、身体の障害等により来館が困難な方々の読書機会の拡充を図る。 

 

２．電子書籍サービスの概要等 

（１）概要 

   電子書籍サービス提供事業者と契約し、クラウド上に「世田谷区電子書籍サービス」

サイトを構築する。利用者は図書館窓口で利用申込（ＩＤの交付）後、図書館ホームペ

ージから電子書籍サービスへログインし、コンテンツを自分のパソコン、スマートフォ

ン等で貸出・閲覧ができ、貸出期間が経過すると自動的に返却される。希望資料が貸出

中の場合は予約することも可能。 

（２）サービス内容等 

  ①サービス名称 

   世田谷区電子書籍サービス 

   ②サービス開始 

   令和２年１１月初旬 

  ③蔵書数（コンテンツ数） 

   当初約４，０００タイトル想定 

④利用対象 

   世田谷区立図書館利用登録者で区内在住・在勤・在学者 

  ⑤貸出数・予約数 

   貸出数２点、予約数２点 

  ⑥貸出期間 

   ２週間 

（３）サービス提供事業者 

   教育長を委員長とする「電子書籍サービス導入検討委員会」を設置し、コンテンツの

充実度、検索機能やアクセシビリティなどのサイトの利用しやすさ等を総合的に判断し、

下記の事業者の電子書籍サービス「ＬｉｂｒａｒｉＥ＆ＴＲＣ－ＤＬ」を選定した。 

 ・ 事業者名  株式会社図書館流通センター 

  ・ 代表者名  代表取締役 細川 博史 

  ・ 所在地   東京都文京区大塚３丁目１番１号 

 

 



３．経費（税込） 

（１）令和２年度総経費  ６９４万４千円 ※令和２年１１月～令和３年３月 

  ①導入経費 １８２万９千円 

   ・初期導入費 ７７万円 

   ・図書館システム改修経費 １０５万９千円 

②運営経費 約５１１万５千円 

   ・標準クラウド利用料 月額１４万３千円 

・コンテンツ追加利用費用 年間約４４０万円(約１０００タイトル) 

（２）令和３年度以降の年間経費 ６１１万６千円 

・標準クラウド利用料 月額１４万３千円 

   ・コンテンツ追加利用費用 年間約４４０万円(約１０００タイトル) 

    

４．周知方法 

(１）区ホームページ・図書館ホームページ １１月初旬掲載予定 

(２）施設内ポスター掲示         １１月初旬掲示予定 

 (３）ツイッター             １１月初旬発信予定 

 

５．スケジュール 

  令和２年 ９月～   電子書籍サービスサイト設計、図書館システム改修、コンテン

ツ選書等 

      １１月初旬  区民周知（区ホームページほか） 

電子書籍サービス開始 


